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刊
行
に
あ
た
っ
て

　

青
森
県
近
代
文
学
館
で
は
、
本
県
近
代
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
研
究
に
資
す
る
た
め
に
、

隔
年
で｢
資
料
集｣

を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
第
一
輯
『
有
明
淑
の
日
記
』、
第
二
輯
『
太
宰
治
・
晩
年
の
執
筆
メ
モ
』、
第

三
輯
『
太
宰
治
・
原
稿｢

お
伽
草
紙｣

と
書
簡
』、
第
四
輯
『
石
坂
洋
次
郎
・
原
稿｢

マ
ヨ

ン
の
煙｣

』、
第
五
輯
『
太
宰
治
・
旧
制
弘
高
時
代
ノ
ー
ト｢

英
語｣

｢

修
身｣

』、
第
六
輯
『
青

森
県
近
代
文
学
年
表
』、
第
七
輯
『
今
官
一
・
未
発
表
作
品
集
「
月
下
点
」
他
』、
第
八
輯
『
寺

山
修
司
草
稿「
狂
人
教
育
」』、
第
九
輯『
北
畠
八
穂
草
稿〈「
ホ
ー
イ
」っ
て
あ
の
返
事
。
…
〉』、

第
十
輯
『
太
宰
治
・
明
治
高
等
小
学
校
時
代
の
学
習
ノ
ー
ト
二
種
「
豫
習
用
讀
方
帖
」「
入

学
試
験　

運
算
」』
を
刊
行
し
、
全
国
の
研
究
者
や
文
学
愛
好
者
の
方
か
ら
好
評
を
得
て
き

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
第
十
一
輯
と
し
て
『
太
宰
治
・
旧
制
弘
高
時
代
ノ
ー
ト｢

化
学｣

』
を
刊
行

し
ま
す
。
近
年
、
太
宰
治
の
学
生
時
代
の
自
筆
ノ
ー
ト
は
刊
行
物
や
電
子
媒
体
に
よ
る
公
開

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
当
館
で
所
蔵
し
て
い
る
「
化
学
」
ノ
ー
ト
は
展
覧
会
や
図
録
等
で
一

部
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
、
全
貌
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本

資
料
集
の
刊
行
が
、
太
宰
治
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

刊
行
に
あ
た
り
、
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
二
日

�

青
森
県
近
代
文
学
館



『
太
宰
治
・
旧
制
弘
高
時
代
ノ
ー
ト｢

化
学｣

』
凡
例

□
太
宰
治
・
旧
制
弘
高
時
代
ノ
ー
ト｢

化
学｣

　

太
宰
治
の
旧
制
弘
高
時
代
の
自
筆
ノ
ー
ト｢

化
学｣

は
、
神
書
店
製
の
大
学
ノ
ー
ト
で
、
サ
イ
ズ
は

縦
二
一
○
ミ
リ
、
横
一
六
五
ミ
リ
で
あ
る
。
化
学
と
は
無
関
係
な
落
書
き
や
書
き
込
み
が
随
所
に
見
ら

れ
、
後
半
は
白
紙
の
頁
が
続
く
が
、
終
わ
り
近
く
に
も
数
か
所
、
落
書
き
が
認
め
ら
れ
る
。
裏
表
紙
見

返
し
に
は
、
ガ
リ
版
印
刷
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
が
四
枚
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
に
も
同
様
に
落

書
き
や
書
き
込
み
が
存
在
す
る
。

□｢

資
料
集｣

の
構
成

　

ノ
ー
ト
は
写
真
版
で
掲
載
し
、
見
開
き
状
態
を
少
し
縮
小
し
て
一
頁
に
収
め
た
。
白
紙
の
頁
は
掲
載

を
省
略
し
た
。
ガ
リ
版
印
刷
に
よ
る
プ
リ
ン
ト
は
、
当
時
か
ら
裏
表
紙
見
返
し
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た

も
の
か
判
然
と
し
な
い
た
め
、
敢
え
て
ノ
ー
ト
の
裏
表
紙
の
後
に
掲
載
し
た
。
各
プ
リ
ン
ト
の
大
き
さ

は
一
枚
目
が
縦
一
六
三
ミ
リ
×
横
二
三
六
ミ
リ
、
二
枚
目
が
縦
一
六
一
ミ
リ
×
横
二
三
〇
ミ
リ
、
三
枚

目
が
縦
二
三
五
ミ
リ
×
横
一
六
〇
ミ
リ
、
四
枚
目
が
縦
二
四
〇
ミ
リ
×
横
三
三
〇
ミ
リ
と
、
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
実
物
よ
り
も
適
宜
、
拡
大
・
縮
小
し
て
一
頁
に
収
め
て
あ
る
。

□
ノ
ー
ト
の
番
号

　

各
頁
の
上
部
に
〔
１
〕
の
よ
う
に
番
号
を
付
し
た
。
こ
れ
は
、
ノ
ー
ト
の
通
し
番
号
で
あ
る
。〔
１
〕

は
表
紙
、〔
65
〕
は
裏
表
紙
。〔
32
〕
か
ら
〔
59
〕
ま
で
、〔
61
〕
及
び
〔
63
〕
は
白
紙
の
た
め
掲
載
を

省
略
し
た
。〔
66
〕
か
ら
〔
72
〕
ま
で
は
挟
み
込
み
の
プ
リ
ン
ト
で
あ
り
、〔
66
〕
と
〔
67
〕、〔
68
〕
と

〔
69
〕、〔
71
〕
と
〔
72
〕
が
そ
れ
ぞ
れ
表
裏
と
い
う
位
置
関
係
で
あ
る
。

　

安
藤
宏
氏
の
解
説
は
、
こ
の
通
し
番
号
を
用
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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高
校
時
代
の
教
科
書
・
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

　

太
宰
治
の
直
筆
資
料
の
最
後
の
〝
宝
庫
〟
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
旧

制
中
学
、
高
校
時
代
の
教
科
書
、
ノ
ー
ト
類
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
自
画
像
や
落
書
き
、
句
作
や
同
人
誌
の
構
想
な
ど
が
記
さ
れ
て
お

り
、
青
春
期
の
自
己
形
成
の
過
程
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
資
料
な
の
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
弘
前
高
校
時
代
の
も
の
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　

津
島
家
の
家
長
と
し
て
太
宰
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
監
督
し
た
長
兄
文

治
（
一
八
九
八
～
一
九
七
三
）
は
、
戦
後
、
青
森
県
知
事
、
衆
議
院
議
員
、

参
議
院
議
員
を
勤
め
た
。
昭
和
四
一
年
、
金
木
町
の
生
家
で
保
存
し
て
い

た
ノ
ー
ト
類
を
、
氏
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
り
、
青
森
県
立
図
書
館
長
、
副
知

事
な
ど
の
要
職
を
勤
め
た
横
山
武
夫
（
一
九
〇
一
～
一
九
八
九
）
に
託
し

て
い
る
。
横
山
は
大
正
八
年
に
青
森
中
学
を
卒
業
、
太
宰
の
八
年
先
輩
に

あ
た
り
、
歌
誌
「
ア
ス
ナ
ロ
」
を
主
宰
。
母
校
の
青
森
中
学
に
在
職
中
、

疎
開
中
で
あ
っ
た
太
宰
に
依
頼
し
て
講
演
会
を
開
き
（
昭
和
二
一
年
二
月

六
日
）、
そ
の
前
夜
に
太
宰
が
横
山
の
自
宅
に
一
泊
し
、
親
し
く
懇
談
し

た
事
実
な
ど
も
知
ら
れ
て
い
る
（
横
山
武
夫
『
わ
が
心
の
人
々
』
昭
44
、

津
軽
書
房
）。

　

昭
和
四
一
年
六
月
一
七
日
付
「
毎
日
新
聞
（
夕
刊
）」
は
、「
青
年
・
太

宰
治
の
ノ
ー
ト
公
開
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、〈
こ
の
ほ
ど
兄
、
津
島

文
治
衆
議
院
議
員
（
略
）
が
自
宅
に
あ
っ
た
旧
制
中
学
か
ら
高
校
時
代
に

太
宰
が
使
っ
た
ノ
ー
ト
、
教
科
書
、
辞
書
な
ど
約
二
百
点
（
未
整
理
）
を

ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
、
横
山
武
夫
氏
（
青
森
県
立
図
書
館
長
）
に
贈
っ
た
。〉

と
報
道
し
、
内
容
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
後
ノ
ー
ト
類
は

「
没
後
二
十
年
太
宰
治
展
」（
昭
43
・
６
、
主
催
毎
日
新
聞
社
、
於
・
松
坂

屋
）
を
皮
切
り
に
、
数
度
に
わ
た
っ
て
公
開
、
展
示
さ
れ
た
が
、
内
容
の

具
体
的
な
調
査
は
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

ノ
ー
ト
類
に
関
し
て
最
初
に
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
太
宰
の

知
人
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
「
英
語
」
と
「
修
身
」
の
二
冊
で
あ

る
。
平
成
一
八
年
に
公
開
さ
れ
た
あ
と
、
青
森
県
近
代
文
学
館
が
委
託
管

理
を
行
い
、
同
館
刊
行
の
「
資
料
集
」
第
五
輯
（
平
20
・
３
）
に
影
印
が

掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
二
冊
は
所
蔵
者
か
ら
弘
前
大
学
（
旧
弘
前
高

校
）
に
寄
贈
さ
れ
、
同
大
で
は
平
成
二
二
年
に
科
研
チ
ー
ム
「
太
宰
治
自

筆
ノ
ー
ト
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、「
成
果
報
告
書
」
二
冊

が
発
表
さ
れ
る
と
共
に
、
平
成
一
三
年
三
月
に
ノ
ー
ト
の
復
刻
版
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
（
弘
前
大
学
出
版
会
刊
）。

　

こ
れ
が
一
つ
の
契
機
に
な
り
、
平
成
二
三
年
三
月
、
横
山
氏
の
御
遺
族

に
よ
っ
て
、
同
家
に
残
さ
れ
て
い
た
ノ
ー
ト
の
全
て
が
日
本
近
代
文
学
館

に
寄
贈
さ
れ
た
。
高
校
時
代
に
関
し
て
は
ノ
ー
ト
五
冊
、
参
考
書
一
冊
が

こ
れ
に
該
当
す
る
。
同
館
は
こ
れ
を
機
に
「
太
宰
治
文
庫
」
の
主
要
資

料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
方
針
を
決
定
し
、
平
成
二
六
年
三
月
、
教
科
書
、

ノ
ー
ト
類
に
関
し
て
も
そ
の
全
て
の
頁
が
『
オ
ン
ラ
イ
ン
版
太
宰
治
自
筆

資
料
集
』
と
し
て
公
開
さ
れ
た
（
日
本
近
代
文
学
館
編
、
雄
松
堂
書
店
発

売
）。
な
お
、
そ
の
後
平
成
二
七
年
に
津
島
家
か
ら
高
校
三
年
次
の
英
語

教
科
書
一
点
が
、
あ
ら
た
に
日
本
近
代
文
学
館
「
太
宰
治
文
庫
」
に
寄
贈

さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
「
化
学
」
の
ノ
ー
ト
は
平
成
七
年
に
青
森
県
近
代
文
学
館
の
特

別
展
「
太
宰
治
」
で
初
め
て
公
開
さ
れ
、
平
成
一
〇
年
に
同
館
の
所
蔵
資

料
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
初
め
て
そ
の
全
頁
が
影
印
で
「
資
料

集
」
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
出
来
事
で
、

研
究
の
よ
り
一
層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
今
回
の
ノ
ー
ト
を
加

え
る
と
、
公
共
機
関
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
高
校
関
係
の
資
料
は
、
教
科

書
・
参
考
書
二
冊
に
ノ
ー
ト
八
冊
、
合
計
一
〇
冊
（
高
校
時
代
の
も
の
で
、

そ
れ
以
前
を
の
ぞ
く
）、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
さ
ら
に
非
公
開

の
ノ
ー
ト
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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「
化
学
」
ノ
ー
ト
の
概
要

　

今
回
の
「
化
学
」
の
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
は
「
化
学
／
若
桑
教
授
／
弘
高

／
文
二
／
津
島
修
治
」
と
い
う
自
筆
の
記
載
が
あ
る
。
当
時
の
弘
前
高
校

の「
課
程
表
」（『
弘
前
高
等
学
校
一
覧�

昭
和
三
年
四
月
～
昭
和
四
年
三
月
』

に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
、
文
科
は
自
然
科
学
に
関
し
て
、
第
一
学
年
で
「
生

物
、
地
質
」、
第
二
学
年
で
「
物
理
及
化
学
」
が
必
修
科
目
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
第
二
学
年
（
昭
和
三
年
度
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
担
当
は
若
桑
光
雄
教
授
で
、
こ
の
年
、
理
科
の
第
三
学
年
第
二
学
級

の
主
任
を
務
め
て
い
た
。
若
桑
光
雄
（
一
八
九
六
～
一
九
六
四
）
は
当
時

三
十
代
前
半
の
新
進
気
鋭
の
教
員
で
、
専
攻
は
物
理
学
。
大
学
の
教
材
を

中
心
に
、
戦
後
も
多
く
の
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。

　

授
業
は
英
語
の
化
学
入
門
書
を
教
科
書
に
、
そ
の
内
容
を
忠
実
に
講

述
す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。“Chapter

Ⅰ�Introduction „

 “
Chapter

Ⅲ�Periodic�law

（
周
期
率
）„“
ChapterⅣ

�Radioactive�
Substances „ 

な
ど
の
章
立
て
が
ノ
ー
ト
に
見
え
、
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
節

に
細
分
化
さ
れ
、
講
義
の
内
容
が
テ
キ
ス
ト
の
英
語
表
記
を
織
り
交
ぜ
て

筆
記
さ
れ
て
い
る
。
各
頁
に
太
字
の
書
き
込
み
（
赤
字
）
が
見
え
る
の
は
、

試
験
の
前
に
要
点
を
復
習
す
る
た
め
に
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
ノ
ー
ト
に
は
教
員
が
謄
写
版
で
刷
っ
て
配
布
し
た
と
お
ぼ
し
き
プ
リ

ン
ト
が
四
枚
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
一
体
に
ま
じ
め
に
授
業
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
内
容
で
、
一
部
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、〝
学
業
放

擲
〟（
昭
和
二
年
の
芥
川
龍
之
介
の
自
殺
以
降
、
学
業
へ
の
意
欲
を
失
い
、

デ
カ
ダ
ン
ス
に
陥
っ
て
い
た
と
す
る
見
方
）
と
は
ほ
ど
遠
い
内
容
で
あ
る
。

「
落
書
き
」
に
つ
い
て

　

右
と
も
関
連
し
、
高
校
時
代
の
他
の
ノ
ー
ト
に
比
べ
る
と
落
書
き
は
少

な
い
部
類
に
属
す
る
。
た
だ
、
そ
の
数
少
な
い
書
き
込
み
に
は
い
く
つ
か

興
味
深
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
を

あ
げ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
ノ
ー
ト
の
扉
の
部
分
〔
２
〕
に
「
多
情
則
佛
心
」
の
語
が
大
き

く
縦
に
二
回
、
書
き
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
里
見
弴
の
代
表
作
と
し

て
知
ら
れ
る
、『
多
情
仏
心
』（
上
下
、
新
潮
社
、
大
13
・
４
、�

８
）
を
踏

ま
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
（
作
中
で
は
「
多
情
乃
仏
心
」
の
表
記
）。
こ

れ
に
関
連
し
、〔
20
〕
の
上
部
余
白
に
も
「
多
情
佛
心
」
の
落
書
き
が
二

箇
所
見
え
る
。
合
わ
せ
て
そ
の
横
に
「
辻
島
衆
二
」
の
筆
名
が
一
〇
回

に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
、
自
画
像
と
お
ぼ
し
き
落
書
き
も
見
え
る
。「
辻
島

衆
二
」
は
中
学
、
高
校
時
代
の
習
作
に
お
い
て
も
っ
と
も
多
く
用
い
ら
れ

て
い
た
筆
名
で
、
こ
れ
ら
一
連
の
落
書
き
は
、
里
見
弴
の
作
品
が
自
ら
の

創
作
に
か
け
る
思
い
と
関
連
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
事
実
を
推
測
さ
せ
る
。

ち
な
み
に
「
多
情
仏
心
」
は
、
里
見
独
自
の
「
ま
ご
こ
ろ
哲
学
」
を
体
現

し
た
概
念
で
、
情
が
多
く
移
り
気
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
に
ま
た
広
く
慈

悲
の
心
を
備
え
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
、
と
い
う
意
味
。
主
人
公

の
藤
代
信
之
は
、
芸
妓
や
女
優
ら
と
多
く
の
恋
愛
遍
歴
を
重
ね
、
そ
こ
に

真
心
が
存
す
る
限
り
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
よ
い
の
だ
、
と
い
う
信
念

を
生
涯
に
わ
た
っ
て
貫
い
た
。
心
か
ら
し
た
い
こ
と
を
す
る
分
に
は
、
何

を
し
た
っ
て
い
い
の
だ
、
と
言
い
遺
し
て
安
ら
か
に
往
生
す
る
そ
の
生
き

ざ
ま
に
は
、
自
我
や
エ
ゴ
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
、
白
樺
派
的
な
哲
学
が

顕
現
し
て
い
る
。
太
宰
が
中
学
時
代
に
主
宰
し
て
い
た
同
人
誌
「
蜃
気

楼
」
に
は
武
者
小
路
実
篤
ら
白
樺
派
の
影
響
が
確
か
に
見
え
る
の
だ
が
、

高
校
入
学
以
降
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
形
跡
は
ほ
か
に
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、

こ
の
書
き
込
み
は
そ
の
意
味
で
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
挟
み
込
み
の
プ

リ
ン
ト
の
二
枚
目
表
〔
68
〕
に
も
「
不
俗
是
仙
骨
／
多
情
則
佛
心
」
の
書

き
込
み
が
あ
り
、
こ
の
時
期
太
宰
は
こ
の
小
説
に
か
な
り
入
れ
込
ん
で
い

た
ら
し
い
。

　

ち
な
み
に
「
辻
島
衆
二
」
の
筆
名
は
表
紙
に
も
二
箇
所
見
え
、
一
箇
所

は
丁
寧
に
抹
消
さ
れ
「
小
菅
銀
吉
」
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。「
小
菅
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銀
吉
」
は
昭
和
四
年
二
月
以
降
に
使
い
始
め
た
筆
名
で
、
昭
和
三
年
度
に

使
わ
れ
た
こ
の
ノ
ー
ト
は
、
そ
の
過
渡
期
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

ち
な
み
に
人
物
の
顔
の
落
書
き
は
こ
の
ほ
か
〔
1
、
表
紙
〕〔
13
〕〔
17
〕

〔
18
〕〔
21
〕〔
22
〕〔
25
〕〔
26
〕〔
28
〕〔
60
〕〔
64
〕〔
65
、
裏
表
紙
〕、
折

り
込
み
プ
リ
ン
ト
一
枚
目
表
裏
〔
66
、
67
〕
に
も
見
え
る
が
、
他
の
ノ
ー

ト
に
比
べ
れ
ば
、
こ
れ
で
も
ま
だ
控
え
め
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
興
味

深
い
の
は
〔
64
〕
で
、
自
画
像
に
英
文
で�S.T

sushim
a�

と
い
う
本
名
の

サ
イ
ン
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に�Elem

ent�

の
語
が
四
箇
所
に
わ
た
っ
て
書

き
込
ま
れ
て
い
る
。
授
業
内
容
を
受
け
て
の
も
の
だ
が
、「
成
分
、
要
素
」

を
示
す
こ
の
語
は
、
ど
こ
か
マ
ル
ク
ス
主
義
の
組
織
論
を
連
想
さ
せ
る
も

の
で
も
あ
る
。
な
お
、「
津
島
修
治
」
の
英
文
サ
イ
ン
は
折
り
込
み
プ
リ

ン
ト
の
二
枚
目
裏
〔
69
〕、
四
枚
目
表
裏
〔
71
、
72
〕
に
も
見
え
る
。

　

落
書
き
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
仮
面
（
ペ
ル
ソ
ナ
）
を
作
り
続
け
る
行

為
は
、
同
時
に
そ
れ
に
よ
っ
て
背
後
の
〝
正
体
〟
を
担
保
し
続
け
る
営
為

で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
個
の
表
現
者
と
し
て
の
自
覚
に
も
深
く
関
わ
る

も
の
で
、
ノ
ー
ト
の
人
物
画
（
仮
面
）
の
合
間
に
本
名
、
あ
る
い
は
小
説

家
と
し
て
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
サ
イ
ン
し
て
い
る
の
は
、「
作
者
」
と
い
う

も
の
が
究
極
の
仮
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
意
識
的
に
演
じ

て
い
く
こ
と
が
小
説
家
の
宿
命
で
も
あ
る
と
い
う
意
識
が
、
こ
の
時
期
す

で
に
萌
芽
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

旧
制
高
校
生
と
芸
妓
と

　

落
書
き
の
中
の
白
眉
は
、
旧
制
高
校
と
お
ぼ
し
き
、
学
帽
に
羽
織
袴
の

出
で
立
ち
の
若
者
が
、
芸
妓
を
連
想
さ
せ
る
和
装
の
女
性
と
相
合
い
傘
で

歩
く
姿
を
描
い
た
〔
62
〕
の
画
で
あ
ろ
う
。
太
宰
の
高
校
ノ
ー
ト
に
見
ら

れ
る
落
書
き
の
中
で
は
も
っ
と
も
〝
完
成
度
〟
の
高
い
、
入
魂
の
出
来
映

え
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
太
宰
に
多
少
と
も
通
じ
て
い
る
人
間
な
ら
ば
、

お
そ
ら
く
こ
こ
か
ら
小
山
初
代
と
太
宰
と
の
交
情
を
連
想
す
る
に
ち
が
い

な
い
。

　

太
宰
が
青
森
の
花
柳
街
に
通
い
始
め
、浜
町
の
小
料
理
屋
「
お
も
た
か
」

に
通
い
、
料
亭
「
玉
家
」
お
抱
え
の
芸
妓
紅
子
（
小お

山や
ま

初
代
、
当
時
一
七

才
）
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
昭
和
三
年
、
す
な
わ
ち
今
回
の
ノ
ー
ト
を
使

っ
て
い
た
高
校
二
年
の
夏
頃
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
初
代
と
知
り
合
っ
た

の
は
昭
和
二
年
の
夏
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
山
内
祥
史
は
『
太
宰
治
の
年

譜
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
二
）
で
、
鳴
海
和
夫
「
太
宰
治
氏
の
憶
い

出
」（
辻
義
一
編
『
太
宰
治
の
肖
像
』
楡
書
房
、
昭
28
）、
平
岡
敏
男
「
若

き
日
の
太
宰
治
」（
「
信
州
白
樺
」
51
・
52
合
併
号
、
昭
57
・
10
）
の
回

想
を
も
と
に
、
昭
和
三
年
の
夏
と
し
て
い
る
。
初
代
は
当
初
「
野
沢
家
」

の
住
み
込
み
だ
っ
た
が
、
野
沢
家
が
玉
家
に
屋
号
を
変
え
た
と
き
に
は
ま

だ
半
玉
（
玉
代
が
芸
妓
の
半
額
の
者
を
い
う
）
で
、
太
宰
と
知
り
合
っ
た

の
は
半
玉
か
ら
芸
妓
に
な
っ
た
直
後
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。

　

こ
の
時
期
の
太
宰
は
独
自
の
江
戸
趣
味
に
沈
潜
、
韜
晦
し
て
お
り
、
親

し
か
っ
た
級
友
で
あ
る
三
浦
正
次
は
、
義
太
夫
、
花
柳
界
へ
の
志
向

と
、
近
松
、
浄
瑠
璃
全
集
な
ど
を
愛
読
し
て
い
た
姿
と
を
証
言
し
て
い
る�

（「
太
宰
治
と
細
胞
文
芸
」、「
太
宰
治
全
集
」
月
報
12
、
筑
摩
書
房
、
昭

31
・
９
）。
こ
う
し
た
粋
人
趣
味
は
、「
此
の
夫
婦
」（「（
弘
前
高
校
）
校

友
会
雑
誌
」
13
、
昭
３
・
12
）、「
虎
徹
宵
話
」（「
猟
騎
兵
」
６
、
昭
４
・

７
、
改
稿
「（
弘
前
高
校
）
校
友
会
雑
誌
」
15
、
昭
４
・
12
）
な
ど
の
習

作
に
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
「
此
の
夫
婦
」
は
本
名
で
書
か
れ
て

い
る
が
、
他
の
江
戸
趣
味
の
習
作
の
多
く
は
「
小
菅
銀
吉
」
の
名
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　
〝
相
合
い
傘
の
図
〟 

は
左
翼
的
色
彩
の
強
か
っ
た
当
時
の
弘
前
高
校
の

中
で
、
深
刻
な
階
級
的
相
克
意
識
に
苦
し
む
中
、
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
の
現

実
逃
避
を
楽
し
ん
で
い
た
太
宰
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

�

（
東
京
大
学
教
授
）
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